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 2019 年度 No.8 

 

２０１９年１１月２８日 

はじめのいっぽ弥生 

さて今年も後一か月となりました。春のいっぽ食堂（バーベキュー祭り）に、夏のい

っぽ祭は悪天候のため中止となり親同士の交流が激減した事が心残りです。 

又、一番心に残ったことは、帯広市、民生委員教育部会での「地域との連携で健やか

な子ども社会を目指して」をテーマに講演させていただく機会にめぐまれたことでした。

30 数年間の保育士人生の集大成として「人が人を育てる責任の重さ」を深く感じ、心か

ら湧き上がる気持ちを熱く語ることが出来、あらためて目の前の子ども達は私の宝物で

はなく“日本の世界のたからもの!!”と受けとめ、一人ひとりの命が愛おしく様々な可

能性を秘めている。将来社会に巣立つ時、自分の得意なことに自信を持って旅立ってほ

しい気持ちでいっぱいになりました。 

初雪も降り、寒さもより一層厳しく感じておりますが “子どもは風の子” 

雪をかき集めソリコースを作りリレーごっこや、マラソン・・・などなど 

♪頭から湯気ポッポ…♪と汗をかきながら全身で冬の遊びを満喫しております。 

ごあいさつ 

「雪あつまれー！」 「みんなで雪かきだー！」 「ソリ地下から運び出すよー」 

そして 11 月 25 日テレビのニュースより 

ローマバチカンのフランシスコ教皇の 

「人々の苦しみに 

無関心であってはならない、 

世界の平和と安定のために祈る。」 

代表 石橋 わか子 

の言葉に、私自身の力はちっぽけだけど 

子ども達の将来が平和でありますように… 

と、祈り続けたいと思いました。 

季節を感じ一つひとつの活動がすべて楽しさに包まれる 
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日 時 行  事 

12 月 3.5.10.12.17 日（毎週火.木） リトミック 

12 月 3 日（火）  オステオパシー 

12 月  7 日（土） オマチマンコンサート 

12 月 10 日（火） あちこち紙芝居 

12 月 14 日（土） もちつき大会 

12 月 21 日（土） 新いっぽ上棟式 

12 月 30 日（月） 仕事納め（1月 6 日より仕事始め） 

 

 

 

今後の予定 

12 月行事のお知らせします。 

オマチマンコンサートで盛り上がろう!! 

12 月 7 日（土）１０：３０～１２：００の予定で 

清流の里福祉センターで“うたって”“踊って” 

楽しいコンサートを開きます。 

きっとクリスマスソングなど盛り沢山かと思います。 

是非遊びに来てください。 

もちつき大会!! 12 月 14 日（土）11:00～ 

  例年は、学校関係者、地域の方々、理事さん…等々 

  多方面に呼びかけていましたが、今年は新事業所 

建設中の工事などで駐車スペースが少ない為、い

っぽ関係者のみで行います。都合よければ是非 

遊びに 来てくださいね!!  

上棟式のお知らせ 12 月 21 日（土）11:00～ 

  現いっぽ北側に、新いっぽ建設中。来春完成予 

定です。当日の上棟式では日本の伝統文化の“餅、

おやつまき…等々”行いますので一緒に楽しみませ

んか。 

※  その他にもクリスマス会など随時行いますのでお楽しみに!! 

※ 土曜日利用のお子さんは、通常通りの療育としいっぽで送迎いたします。 

※ 正月休み 12 月 31 日（火）～1月 5日（日）まで 

  新年、1 月 6 日（月）は,子どもたちと、新年お笑い大会を計画しております。 
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 ある日、いつものように外活動でドッジボール

をしているとき、石灰のラインが幾重にも重なっ

ていて、どのラインが本当なのか判らない状態で

した。それじゃぁ、この線を使って何かをしよう

と始まったのが独自ルールの「線オニ」でした。

大きく分けて 2通りあるのですが一つ目は、まさ

しく「線上の鬼ごっこただし鬼は二人です。 

線上で挟まれたりと先を見越して逃げなければ

なりません。これは、スタッフも簡単には逃げら

れません。大人にも勝てるこのゲーム大盛り上が

りです。 

もう一つは相手陣地のボールを奪うのですが、

線上で相手に出くわすとそこでジャンケン、負け

れば自分の陣地まで走らずに早歩きで戻り再ス

タート。ルールを理解し自分をコントロールする

ことを求められ、しかも自分たちのボールを守る

作戦も立てなければなりません。 

 

 

いっぽオリジナル「線オニごっこ」 

  

小学生編 

札幌の、「麦の子支援事業所、金沢俊文氏」の講演にて 

「学校ではできないことを支援する!!」 「自由な時間を過ごすのも大切!!」 

「その子の特徴、数字、文字… 得意なことを認め、褒められることが大切!!」 

ウン､ウン… 大きくうなづく私でした。 

ある研修にて 

 夕暮れも早くなり早めに室内活動を行い、 

それぞれ好きなトランプ等をしながらの会話… 

「学校もこんなに楽しければいいね!!」との言葉 

に、ホッコリする時間でした。 

子どものつぶやき 

複雑なルールを幼児さんから中学生までみん

なで助け合いながら遊ぶ姿はとても素敵な光景

です。さらに、このゲームは体力は関係ありませ

ん。ジャンケンの強さが勝負なので、誰でも夢中

になれます。子どもたちと、こうしたらいい、あ

あしたらいいと話し合いながら作り上げた「線オ

ニごっこ」、ゲームの楽しさだけではない“創造

力溢れるゲーム”を皆様にも一度ご覧頂きたいな

ーと強く思うスタッフでした。 
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 小学校から中学卒業まで、オール１ あまりの勉強のできなさ

に怒った父親は、ランドセル、教科書、リコーダー・・・学校で

使う物全てを外に放り投げ、灯油をかけて燃やしたエピソード

や、いじめに会っていた宮本氏は、とにかく 

目立たないように自分の存在を消したかった 

そうです。 

 

 

幼児編 
 数か月前のいっぽだよりでは、「我が道を行く 2歳児」 

「くもの子を散らしたようにそれぞれ興味関心のある所へ」 

など伝えてきましたが・・・。 

“今では、みんなで○○する!!」”機会が増え気づけば 

一緒に絵本を読んだり、手をつないで歩くなど小さいな 

がらも仲間意識が芽生えているな～と遠まきに見守って

おります。 

 11 月の「親子でいっぽ」茶話会では、来春 幼稚園 

保育園など大きな集団へ移行する子どもたちへの期待と 

不安が、ひしひしと伝わりました。 

何かあれば“父さん、母さん”が見守っているから大丈夫!! 

心の安全基地があればどんなことがあっても乗り越えられ

ると信じております。 

（ワァ～～伝えたいことがこみあげて文章にならない!!） 

 死ぬまで子どもの幸せを願う親心・・・ 

 伝われば嬉しいです。 

 基本の子育て 

 “赤児は 肌を離すな” 

 “幼児は 手を離すな” 

 “少年は 目を離すな” 

 “青年は 心を離すな” 

「赤青黄…できるかな?」 

「♪ケンパ・ケンパ♪ できるかな?」 

「もういいかい?」「まーだだよ」 

かくれんぼもできるよ！ 

「未来に向かって はばたけ！」 


